








 

はじめ仁 

 生下時体重600gの超極小未熟児もintact surviva1が可能となってきた現在,

われわれの施設でも遅ればせながら,1,00Og 未満の極小未熟児をいく例か救命

せしめるようになった。 

生下時体重 1,500g 以下のいわゆる極小未熟児に関する基礎的な臨床データ

の報告は比較的多い。しかし,1,00Og 未満に限った症例についてのまとまった

検討は少ないように思う。 


